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等間視され続けてきt.:o 本稿では このような現状を克服しようとすることを自的の 1つとして
いる。しかしながら 沼南中国に居住する少数民族のヤオ族の場合においても指摘した如く(田






1989， 1992， 1993，田畑久夫・金丸良子1987，1991 a . b . C • d)。
このように，非常に限定された条件下での fieldsurveyであるが，次に述べるような観点から，
中国の漁村6)をとりあげることにした。すなわち，日本国有の伝統文化の基盤あるいは根底となっ














































区 jノf 名 初: 特 色
I 新石器時代 初歩的段階，採取・釣中心，貝塚の存在
E 夏・蕗・ j喜代 初期的段階，漁船・漁網の出現
回 奏~清代 沿岸漁業主体(副業的位置)，養殖業の出現
N 法末~人民共和国成立 専業漁家の出現，生産手段の近代化
〔出j冴〕 張震東・楊金森編 1983 pp.6-14を一部修正して作成























る島娯となったのである19) (く舟山漁志〉編写組編 1989 p.38)。かかる成因によって形成さ
れたため，舟山諸島の平均海面深度はマイナス40メートル内外で，魚類の成育に大変適した大陸
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) 1 (鴨緑江)の河口デルタおよび山東半島先端の 2ヶ所である。主要な漁獲物としては，小黄魚、・








のため，黄鱗(Taiμs tum ifrons )なととの亜熱帯性の魚類を主体に，海ガメ (Cheloniαmydas)

































































j温晶ナ州iト1-仁し，j舟柱祉.山， 蝶UJ，円相， 煙台， 地iij:
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(1:1所〕 張震東・楊金森編 1983 tp. 196-199などより作成
-62-

























































立つ。帯魚、は，天日に 7~lO 日間ほど干す「成帯魚、j として出荷されることが多い。






















































































-~丈魚 i 福建) ・錯魚(広東)
a 鉛f!、(福建)




」陥!税額 ---資姑魚、(1京) ・雑魚 (i変事)































一一一一鮮魚、 (j立学) . ;j;魚(itli'iT・山東) . frr:綾魚(広東)
一一一一対蝦・鷹爪鍛(山東) ・忍魚、 (i折江)



















































































彦 1958 p. 15，柿本典昭 1977 p.7など)。田畑も，これらの先行業績を受けて「漁村とは，
その生産形態は，持、携中心であり，ムラピト(漁民のこと一筆者註)かそれに何らかの関連を有
する社会集団 (socialgroup)で漁業協同組合もしくはそれに類似する組織をもっ集落であるJ








畑久夫・金丸良子 1991b pp.14~15，田畑久夫 1992 pp. 42~43 など)。
a)億人経営。 沿岸漁業が主体で 生産責任寄りが導入された1980年代以降急速に顕著にみられ
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組織体 内 容 従業員数(人)
遠洋船隊 漁携に従事(近海中心) 505 
近j羊船隊 漁携に従事 01ド合中心) 240 
養殖隊 海帝・裾帯・扇具の養殖 200 余
加工廠 魚・エピ類の冷凍・乾燥 100 
冷凍廠 30・50の両トン収納の冷凍倉庫
船戸廠 1000馬力までの漁船の修理 120 
養紹場 毛皮洋テンの飼育 20 




















重量得力) 所有数(船) 乗務員(人) 主要漁法 主要漁場 船体
600 2 47 底抱・漂抱
朝鮮半島西海沖~ 鋼鉄
舟山諸島沖の公海



































行なわれる。操業期間についても， 600馬力.185馬力の漁船では間期であり，鍛魚、 (Scombermoruus 
niPh仰 ius) ・鯖魚、・給魚、 (Pneumαtophorusjψonicus) ・河豚魚、などが主として捕獲される。
60馬力の漁船の場合，上述したように， i底抱J. i i票抱jが600・185の両馬力の漁船と同様
に実施される。しかし，栴漁法とも，それぞれ操業期間が大型漁船とは異なっている。すなわち，
「底抱jでは，操業が大型漁船の場合よりも数ヶ月早く開始され，さらに漁場も成山島沖の黄海





























































が多く用いられる。主要漁獲物としては，飼2魚 (Paralichthyolivaceus) ・老板魚 (Rα1α jJorsα) ・
銭魚、・墨魚 (SetieUaesμleηta) ・鷹爪蝦など多種類である。その後， 5月から11月にかけては両
漁場とも流網漁が中心となり，鰭魚、・鮫魚、・対蝦などの漁獲が多い。流網の出漁期間は他のj魚、法




当時は，海帯 (Lαminαriαjゆ仰ica) ・祐帯(UndariαjJinnatifidα)だけであった。その後， 1980 





















































T. . S.の家族は，閉鎖落鳳村出身の配偶者と娘の 3人家族である。しかし，戸主である?・ S.は
l人っ子なので，別居している両親も扶養している(第10図)。それ故，この一家は行政上5人家








































































































主要海法 捕獲対策 授業期間 漁場 1986年度収入①トン数 (人)
16 5 張網
イカ類




4 ~10月 村の沖合 2，000元
娼 f号、
2 2 流締
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主要対象物 漁 法 操業期間 主要漁場
綾子蟹 カニ龍① 9 -12月 花鳥山東北
健凶ロ 缶川、 流縞 4-5月 花鳥山東北






















供などは潜らない。 潜水場所は，付近の無人島・岩礁などである。 1 思に40~50秒潜るが，長い
場合は 2分近く潜水する。数由潜水すると船上・岩礁上などで休息する。 1日に数時間作業を行
なう。 潜水の深度は 7~8 メートルで，首からさげた縞袋の中に胎貝などの員を入れる。このよ
うに潜水を行なう漁民も，このi時期以外は漁船に乗り，漁を行なう。現在では，飴貝の養殖が行
なわれているところもあり 潜水漁法は衰退に向かっている。
東産山では， 1992年から飴員の養殖が開始された121)。養殖は， 10月に「苗Jを植え，翌年 6
月以降になると収楼が可能となる。 4人が従事し， 900串の飴貝が収穫できた。収入は 1万5，000























































なお，この述語は Laurisilvacまたは Lorberwalderの訳語で， 1930年ごろ中野治房が原語
から翻訳したものである(上山春平編 1969 pp. 66~67)。それを生態学的用語として，
学問的に最初に用いたのは吉良龍夫といわれているが，そのオリジナリティーはJ1喜田二郎
によるとされる(上山春平編 1969 pp. 49~50) 。
9 )筆者のうちの l入国土Hlも，拙論において論じたことがある(田畑久夫 1990， 1991， 1992， 
1993など)。
10)例えば，野生種のクズ (Pueraria，Ohwi) ・ワラビ (Pteridumquilinαm， L) ・マムシグサ類




段階を中尾佐助説を大幅に修正する形式で 3段階に区分した。そして その第 2段階に該
当する「雑穀を主とした焼畑段階J(照葉樹林焼畑農耕文化)を典型的な「照葉樹林文化J
だと規定し，この段階の文化が「少なくとも縄文時代の後・晩期に西日本の山地に展開して




13)このコースは 佐々木高明が推定した 照葉樹林文化の要素の 1つとされる稲作の日本列島
への 3つの伝播経路のうちの (A)コースに該当する。佐々木の主張する (A)コースとは，
長江中・下流地域(江南の地)から東シナ海を横断して，朝鮮半島南部経由北九州に到着す




14 )舟山諸島の水産業の発達に関しては，中国側の文献(く舟山漁志〉編写組 1989 pp. 9 ~ 
37など)を参考にして整理した。なお この点に関しては既に筆者ら(田畑久夫・金丸良子
1991d pp. 2~ 14) も言及したことがある。 併せて参照されたし」



















山漁志〉編写組編 1989 p. 41)。
21 )この沿岸流は黄河河口付近で発生し 北緯30度近くまで南下する。流路は年間を通じて不変
であるが，冬の方が流れが早い(雷宗友主編 1988 p.473)。
22) しかしながら 国知のように，長江を代表とする河川の周辺は 上流から運搬される土砂に
よって年中黄色く濁っている。このため この海域でも 河川の河口近くは海域としては適
さない。






上巻 1943 pp. 68-69)。









29 )山民に関しては，柳田(柳田園男， 1906)をはじめとして 主として民俗学・文化人類学か
らの研究が多い。この点に関して，筆者ら(田畑久夫・金丸良子 1988 p.45) も言及し
-88-
たことカfある O


























































































































63)なお， とくに f漂抱Jの場合，資源保護の立場から 「底抱jよりもます自の大きい網を使
用するという。
64 )かかる漁場の期間の長短も，資源の枯渇防止のためであるとされている。つまり，前者が短




































81) T.'S.は， 1989年には漁業公司の遠洋船隊の船長のなかでは最高の約 3万元の収入を得た。
82) しかし，地先権を所有しない近隣の村では，土壁で海草を屋根がわりにのせている伝統的な







































































































1989 i漁村研究の動向j民裕と歴史21 pp.1-21 
1990 i照葉樹林文化論と雲貴高原東部の少数民族の生業形態、J兵庫地理35 pp.43-58 
1991 i照葉樹林文化論の者景とその展開(1 ) J兵庫地理36 pp.22-35 
1992a i照葉樹林文化論の背景とその展開(r ) J兵庫地理37 pp.28-42 
1992b i中国漁村の変貌一山東.{折江南省調査による比較研究 J立命館地理学4pp.41-52 




1987 i中国の漁村 舟山諸島のフィールドノートからj地理32-12 p. 117 -123 
1988 i山村研究のー視角j民俗と歴史20 pp.43-59 
1991a i中国山東半島の漁村(l)J地理36-3 pp.67-74 
1991b r中国山東半島の漁村(2)j地理36-6 pp.75-81 
1991c i中国山東半島の漁村(3)j地理36-8 pp.86-92 
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検討会(InternationalConference on Nuo Theatre 












事i数初探J(流彼得 [Pietvan der Loon J)， r段
上申微作楊({難)考J(鏡宗限)， r福建省i場地





(保宏 I~)，“R山al 釦d Ritual Theatre in Liuzhou， 





“Group initiation and exorcistic dance in Xinghua 
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